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ホストーゲスト包接錯体を分子スイッチとして利用する
ことにより、 材料に力学刺激を印加することで外観が変
化する応力応答性ハイドロゲルを開発しています。 こ
うした技術はストレス検出や材料破壊の予測を可能とし
ます。 また、 天然多糖であるセルロース繊維を補強材と
して複合化することで高強度・高靭性化したコンポジッ
ト材料も開発しています。 このように、 材料の高機能化・
長寿命化により利用時の安全性を向上する技術の開発に
取り組んでいます。
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力学刺激に応答した外観変化を実現
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プラスチック材料、医療材料

分子スイッチを利用した応力応答性材料の開発
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原子数個分の厚さしかない原子層物質を積層させたヘテロ構
造においては、互いの性質が近接効果を通して及ぼし合うこ
とで単一の物質では生じえない物性が生じうる。私は、分子
線エピタキシー法を用いて、様々な原子層物質を原子１層単
位で制御して積み重ねることで新たな原子層ヘテロ積層構造
を作製し、そこで電子が織りなす物性を、光電子分光や円二
色性測定といった実験手法を用いて解明することを通して、
新奇物質の設計と開拓に取り組んでいる。さらに、得られた
知見をもとにして次世代デバイスの設計指針を得ることも目
指している。
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原子層ヘテロ積層構造における新奇物性の開拓
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